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【はじめに】 

 近年の情報化社会の発展に伴い、より高性能

な認証技術が求められている。そこで新たな認

証技術として、人工物メトリクス認証[1]が提案

されている。本研究では特徴的な物性を多く持

ったカーボンナノチューブ（CNT）複合紙[2]

の化学的な安定性,汎用性,不規則性に着目し人

工物メトリクスとして利用することを考える。

複合紙中で CNT はパルプの繊維中にランダム

に存在する。そのためラマン分光測定を行うと、

測定点により異なるスペクトルを得る。この特

徴を認証に利用する。しかし、平面を対象とす

るラマンマッピング測定時に位置ズレがおこ

り、本物を偽物と受け入れてしまっていた。そ

こで、前回報告[3]ではプログラムによる自動位

置合わせを行い、認証精度の向上を狙った。こ

のプログラムでパターンマッチングと呼ばれ

るデータ模索手法を用いている。しかし、偽物

でも似ている部分を模索してしまい、認証精度

が落ちてしまう新たな問題が起きてしまった。

そこで今回は、新たに認証の鍵を増やすことに

よりさらなる認証精度の向上を狙う。 

【実験方法】 

CNT 複合紙の作製方法は既提案[2]の手法を

用いる。このサンプルにラマン分光測定を行い、

得られるスペクトルのピーク(G-band, RBM)を

用いて 2次元マッピングを行う。その後自動認 

証システムを用い、正誤判定を行う。そしてこ

れまで提案されている相関係数(右上式)によ

る比較方法を用いて認証精度を評価する。 
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【実験結果】 

 図１に G-bandと RBMを用いたラマンマッ

ピング図を示す。G-band と RBMでは同じサ

ンプルでも異なるパターンが現れることがわ

かる。そのため、相関係数値も異なる値が得ら

れた。G-bandと RBMの相関値の低い値をとる

ことで、偽物間の相関値を下げることができた。

これにより、認証精度は 10倍程度向上した。

CNTは他にも別のラマンピークやPL発光など

の特徴を持っている。これらを用い、認証の鍵

を増やすことで認証精度もさらに向上してい

くと考えられる。  

 

Fig. 1. G-band and RBM mapping view of sample. 
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N: 測定点の数,  

Pij, Qij: 2サンプルの各座標におけるラマンピーク値 
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